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ノ
通
側
面
＾
省
略
」

和
四

一
年
に
変
更
決
定
が
出
さ
れ
た
と
主
張

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
主
張
に
は
客

観
的
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
東
京
都
の
主
張
す
る

「
昭
和
二

一

年
の
都
市
計
画
決
定
」
の
根
拠
の
中
心
は
、

「
昭
和
二

一
年
の
告
示
」
（写
真
０
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
告
示

（写
真
①
）
を
よ
く

見
て
下
さ
い
。
ど
こ
か
に

「補
助
八
六
号
線
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
「
北
区
志

茂

一
丁
目
に
道
路
が
通
る
」
と
読
み
取
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
。
い
ず
れ
も
不
可
能
で
す
。

ま
た
、
こ
の
告
示
に
は
、
決
定
書
や
図
面

０
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な
ど
の
資
料
を

「縦
覧
」
に
供
す
る
と
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
都
は
決
定
書
等
の
資

料
の
一
切
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
認
め
て
い

ま
す
。

こ
れ
で
は
、
国
や
東
京
都
が

「実
は
○
○

〇
道
路
の
計
画
が
こ
の
告
示
に
は
含
ま
れ
て

い
る
」
な
ど
と
、
白
由
に
道
路
を
追
加
す
る

こ
と
が
で
き
て
し
ま
い
、
あ
た
か
も
東
京
都

に
白
紙
委
任
状
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
こ
れ
は
、
都
市
計
画
道
路
と
い
う
制
度

自
体
を
根
本
か
ら
破
壊
す
る
こ
と
に
な
り
、

当
然
に
国
民
の
財
産
権

（憲
法
二
九
条

一
項
）

を
侵
害
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
対
し
て
、
天
７
か
ら

七
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
程

度
の
抽
象
的
な
普
示
が

一
般
的
で
は
な
か
っ

た
の
か
」
な
ど
と
疑
間
を
抱
く
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
写
真
②
の
告
示
を
見
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
告
示
の
約

一
か
月
前
に
出

さ
れ
た
東
京
都
の
道
路
に
関
す
る
告
示
の
抜

粋
で
す
。　
一
目
瞭
然
で
す
が
、
こ
こ
に
は
、

路
線
番
号
、
起
点
、
終
点
、
主
た
る
経
過
地
、

幅
員
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

決
定
書
等
の
詳
し

い
資
料
を
見
な
け
れ
ば
、

通
路
計
画
の
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少

写真① 昭和21年 4月告示

東
京
都
の
道
路
行
政
を
根
本
か
ら
変
え
う
る
判
決
が
で
ま
す

．　”諄ｍ渡一昭漣̈
呵試剣決

二
〇

一
五
年
七
月
二
七
日
、
北
区
志
茂

一

丁
日
住
民

一
一
一
名
が
原
告
と
な
り
、
「
補

助
八
六
号
線
」
の
事
業
認
可
の
取
り
消
し
を

求
め
て
東
京
地
方
裁
判
所
に
訴
訟
を
起
こ
し

ま
し
た
。

そ
の
訴
訟
の
判
決
が
、
今
年
の

一
月
三
〇

日
に
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。

こ
の
判
決
は
、
東
京
都
の
現
在
及
び
将
来

の
道
路
行
政
を
根
本
か
ら
変
え
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
一

『補
助
八
六
号
線
道
路
」
問
題

そ
の
理
由
を
説
明
す
る
前
に
、
こ
の

「補

助
八
六
号
線
道
路
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
確

認
し
ま
す
。

《問
題
点
①
》
都
市
計
画
決
定
の
不
存
在

東
京
都
は
、
こ
の
補
助
八
六
号
線
は
、
昭

和
二
一
年
に
都
市
計
画
決
定
が
出
さ
れ
、
昭
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な
く
と
も
こ
の
告
示
に
は
都
市
計
画
道
路
の

基
本
情
報
は
載

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

「
昭
和
二
一
年
の
告
示
」
と
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の

「
昭
和
三

一
年
の
告
示
」

は
当
時
と
し
て
も
異
常
な
も
の
で
あ

っ
た
の

で
す
。

こ
の
よ
う
に

「昭
和
三
一
年
の
都
市
計
画
決

定
」
は

「不
存
在
」
と
し
か
言
え
な
い
も
の
で

す
。こ

の
不
存
在
な

「
昭
和
二

一
年
の
都
市
計

画
決
定
」
の
変
更
と
し
て
出
さ
れ
た
の
が
、

「
昭
和
四

一
年
の
都
市
計
画
決
定
」
で
し
た
。

こ
の
意
味
で
、
こ
の
昭
和
四

一
年
の
変
更
決

定
は
、
有
効
な
も
の
と
し
て
扱
っ
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
が
、
さ
ら
に
独
自
の
問
題
点

も
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
昭
和
四

一
年
決
定
時
、
「補

助
人
六
号
線
」
等
の
補
助
街
路
に
つ
い
て
は
、

一
切
具
体
的
な
検
討
を
行

っ
て
お
ら
ず
、
「従

前
の
計
画
を
た
だ
迫
認
し
た
だ
け
」
と
い
う

形
式
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
事
実

は
東
京
都
自
身
が
説
明
し
た
内
容
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
「
昭

和
二

一
年
時
点
で
は
、
補
助
八
六
号
線
の
都

市
計
画
決
定
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
」
が
、

「
そ
の
後
、
行
政
が
補
助
八
六
け
線
の
都
市

計
画
を
で
っ
ち
上
げ
」、
「
昭
和
四

一
年
に
は
、

そ
の
で
っ
ち
上
げ
た
都
市
計
画
が
当
初
か
ら

存
在
し
た
か
の
よ
う
に
装

つ
た
う
え
で
、
変

更
決
定
と

い
う
形
式
で
お
墨
付
き
を
付
け

た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
は
、
通
路
計
画
の
範
囲
の
住
民
が

納
得
で
き
ず
、
そ
の
道
路
計
画
の
具
体
的
根

拠
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
も
、
ど
こ
に
も
そ

の
根
拠
が
書
か
れ
た
資
料
が
な
く
、
実
質
的

に
争
い
よ
う
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
で
、
国
民
の
財
産
権
侵
害
が
許
さ
れ

て
良
い
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
、
国
と
東
京
都
は
、
都
市
計
ＩＩＩＩ
制

度
を
真

っ
向
か
ら
否
定
し
、
法
的
根
拠
な
く

国
民
の
財
産
権
を
侵
害
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

《
問
題
点
０
》
公
害
防
止
協
定
違
反

こ
の
北
区
志
茂

一
丁
Ｈ
を
中
心
に
し
た
地

域
に
は
、
住
民
と
東
京
都
が
締
結
し
た

「公

害
防
止
協
定
」
が
存
在
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
補
助
人
六
号
線
に
接
す
る
北
清

掃
工
場
の
公
害
防
止
義
務
と
、
そ
れ
に
止
ま

ら
ず
付
近

一
帯
の
公
害
防
止
義
務
を
東
京
都

に
負
わ
せ
、
し
か
も
そ
の
公
害
防
止
を

「
ｌｉ

場
操
業
時
の
地
域
環
境
」
を
基
準
と
し
た
１１１１１

期
的
な
内
容
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
補
助
八
六
号
線
の
拡
幅
Ｉ

事
は
、
交
通
量
の
増
大
に
よ
り
、
人
気
汚
染
、

振
動
、
騒
音
等
の
公
害
を
悪
化
さ
せ
る
た
め
、

東
京
都
が
自
ら
こ
の
公
害
防

――■
義
務
に
違
反

す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
＾

〓
一　
判
決
の
意
味

以
上
の
問
題
の
う
ち
、
「
公
害
防
止
協
定

違
反
」
の
事
実
は
、
志
茂

一
丁
目
地
域
と
し

て
は
重
大
な
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
「
都
市

計
画
決
定
の
不
存
在
」
の
事
実
が
与
え
る
影

響
は
、
志
茂

一
丁
＝
地
域
に
留
ま
り
ま
せ
ん
．

現
在
、
東
京
都
は
、
「
本
密
地
域
不
燃
化

一
〇
年
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
い
う
計
画
の
も

と
、
補
助
八
六
号
線
等
の
都
市
計
画
道
路
を

「
特
定
整
備
路
線
」
と
い
う
名
称
で
整
備
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
（写
真
０
）

東
京
都
内
で
、
そ
の
特
定
整
備
路
線
は

二
人
路
線
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

一
人
路

線
が

「
昭
和
三

一
年
の
告

示
」

に
基

づ
く
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
．

つ
ま
り
、
「
都
市
計
画

決
定
が
存
在
し
な
い
」
と

い
う
理
由

に
よ
り
、
「
補

助
八
六
号
線
」
の
事
業
認

可
を
取
り
消
す
判
決
が
出

た
場
合
、
そ
れ
は
多
く
の

「
特
定
整
備
路
線
」
に
も

当

て
は
ま

る

こ
と

に
な

り
、
そ
の
企
て
で
同
様
に

法
的
根
拠
を
欠
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
特
定
整
備

路
線
」
以
外
に
も
、
こ
の

「
昭
和

三

一
年

の
告
示
」

に
基
づ
く
未
整
備
の
補
助

街
路
は
存
在
し
、　
一
部
に

つ
い
て
は
現
に
整
備
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道

路
も
法
的
餃
拠
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
判
決
の
影
響
力
が
大
き

い
こ

と
も
あ
り
、
裁
判
所
は
数
度

「事
業
認
可
を

取
り
消
す
」
方
向
で
の
話
し
合

い
を
進
め
よ

う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
東
京

都
と
国
は
、
そ
の
方
向

で
の
話
し
合

い
を
拒

否
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
判
決
と
な
り
ま
し

た
。一

月
三
〇
＝
判
決
に
注
＝
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（坂
出
）

て

'特

定姜縫路燎と各せて黎場が必薔な餃按するこ震t含め

“

業を行う場合があります。

特定整備路線の箇所図 (都 HPよ り)


